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実環境における防食塗膜の吸水挙動を模擬した新たな促進腐食試験法

より高防食・長寿命な鋼構造物用塗料の選定に向けて
37

促進腐食試験は試料の耐食性（腐食しにくさ）を評価する試験です。屋外環境で耐食性の優れた塗料を
選定するためには、屋外環境と促進腐食試験で腐食挙動が近似していることが重要です。また、短時間
で評価を実施するためには、腐食の促進性の高さも重要です。近年の塗料性能の向上に伴って、近似性
と促進性を両立した試験のニーズが高まっています。本研究は、近似性については塗膜の吸水挙動に着
目し、塗膜中の水の拡散係数と活性化エネルギーから、屋外環境で生じる吸水挙動を再現できる試験条
件を設定し、促進性については既存の促進腐食試験法を上回る新たな促進腐食試験を実現しています。
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促進腐食試験の流れ

塗膜の吸水挙動
を数値化

鋼・亜鉛とも既存試験を
上回る腐食量（促進性）

SST: Salt Spray Test
CCT: Cyclic Corrosion 
Test

各試験による吸水状態のシミュレーション結果
各試験による腐食量（促進性）の比較
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